
   

  

 

 

■定義 

インシデント報告数 
× 100 ＝ インシデント報告率 

入院・外来延べ患者数 

 

■指標の解説 

医療のインシデント（有害事象の有無に関係なく未然に防止できた事案も含む）発生時に

は、原因を調査して再発防止策を早急にとることが重要となります。そのためにはインシデン

トを適正に報告することが必要となります。報告件数は多いほど医療安全への意識が高いと評

価されます。 

 

■活動実績 

セーフティーマネージャー会議で毎月所属別の報告件数、院内全体の報告件数、インシデント

内容、職種別の統計を提示し、インシデント報告の意識向上を図っていますが、前年度に比較し

てインシデント報告率は減少傾向にあります。職種別では、医師からの報告は全体の約 11％と比

較的高く、その中でも研修医からの報告が多くなっています。今年度末までにインシデント報告

基準を作成し、インシデント報告率を向上させ、患者の安全に関する情報をさらに集約していく

予定です。 
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